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抄 録
超高齢化社会において，高齢者が日常生活の中で「おしゃれ」をすることの効果や影響およ
び精神的役割を探る目的で，おしゃれの関心とおしゃれ行動および自意識尺度との関連を検討
した結果，つぎのことが明らかになった。
１）おしゃれ関心度が高い人は，低い人に比べおしゃれに自信があり，服装で他者から評価を
うけやすいという傾向にあることが分かった。
２）おしゃれ性の質問１６項目についての因子分析を行った結果，「こだわり重視」「同調性」
「内面重視」「外面重視」の４因子が抽出された。さらに因子得点の平均値から，若年層は
同調的で外面重視のおしゃれを，高齢層は内面重視のおしゃれをする傾向にあった。
３）おしゃれ関心度の高い人すなわちおしゃれの情報接触度が高い人は，こだわり重視と外面
重視のおしゃれをする傾向にあることが分かった。
４）自意識尺度とおしゃれとの関連から，公的自意識の高い人は同調的な被服行動を，私的自
意識の高い人は，こだわり重視の被服行動をする傾向にあった。またおしゃれ関心度の高い
人と他者からの評価が高い人は，私的・公的自意識が高い傾向にあった。
以上高齢者のおしゃれの効果として，今回の調査結果から“おしゃれに関心を持つ”こと
で，おしゃれに自信をつけ，他者からの評価を得られることが分かった。さらにおしゃれ関心
度を高めることで自意識を高め，それが高齢者の生きる意欲を高めることに繋がると言える。
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Ⅰ．は じ め に
日常生活の中での「着る」「装う」という行動はその
人の心理，性格，美意識，生活態度，社会背景などが反
映されている。老人ホームなどでは，「服装が乱れてく
る」と老人特有の「痴呆」の症状がみえてくるという。
我が国は６５才以上を高齢者とよび，２０１５年には全人口の
４人に１人が高齢者になると予測され１）ている。
この超高齢化社会を目前にして，高齢者がいつまでも
元気で意欲的に生きることが出来る方法の一つに「お
しゃれ」行動があげられる。２）３）「おしゃれ」という行為
は他者を意識することから始まる行為であり，何をもっ
ておしゃれとするかは，人それぞれ違いがあり，またお
しゃれの仕方も年代により異なるものと思われる。橋
本・尾田・土肥・柏尾ら（２００６）４）は母親世代と娘世代の
比較で世代によるおしゃれの違いを見出している。母親
世代は内面を重視し，娘世代は外見を重視するというお
しゃれの二面性尺度を作成した。これに対して筆者らは
おしゃれを複合的なものであると考えた。例えば流行の
先端をいくファッションに身を包む人もいれば，同じブ
ランドだけを着用する，同じ洋服を何着も持っている，
いつも同じ色を着用するなどのこだわりのあるおしゃれ
をする人もいる。このこだわりは内面の場合も外見の場
合もありえる。そこで研究目的の一つに高齢者に視点を
あておしゃれの仕方の複合性を検討したいと考えた。
また老人ホームなどで，入居者同士が相互におしゃれ
を褒め合う場面に遭遇した経験があるが，このようなお
しゃれの他者評価は高齢者にどんな影響を及ぼしている
のか。藤原５）は，服装を規定する個人的要因としてライ
フスタイルと自己概念をあげ，服装によって表現された
自己概念が，その人自身が意図したとおりに伝達され，
他者から好ましい反応が返ってくれば，自己高揚をもた
らすとしている。
この自己高揚や他者評価された時の感情を自覚する程
度を量る心理的尺度として，自己意識尺度がある。成田
ら（１９９３）６）は高齢者に自己意識尺度を適用し，私的・公
的自意識がともに加齢にともなって低下し，相対的に自
己への注目の程度が低くなることを指摘した。この研究
から１５年経過し，超高齢化社会のなかで元気な高齢者が
増加している現在，自己意識は果たして同じであるのだ
ろうか。これを調べるのが研究目的の１つ目である。
研究目的の２つ目として，高齢者の情動の活性化のた
めにはどのようなおしゃれ行動が適切であるのかを探る
ために自己意識との関連で検討することにした。
Ⅱ．方 法
１．質問用紙の構成
質問紙の構成はつぎのとおりである。
１ 外出の頻度を「毎日」から「月１度」までの５件法
で回答を求める。
２ おしゃれの関心について以下の４項目に５件法で回
答を求める。
表４ 洋服を購入時の試着 人数（％）
項目
年齢 １８～２２歳 ２３～６４歳 ６５歳以上 合計
必ず試着する ２１（２９．２）４０（５３．３）６９（６４．５）１３０（５１．２）
時々試着する ４８（６６．７）３４（４５．３）２９（２７．１）１１１（４３．７）
まったく試着し
ない ２（ ２．８） １（ １．３） ５（ ４．７） ８（ ３．１）
無記名 ― ― ４（ ３．７） ４（ １．６）
合計 ７２（１００．０）７５（１００．０）１０７（１００．０）２５４（１００．０）
χ２ p＜０．００１
表１ 年齢区分
地域 １８～２２歳 ２３～６４歳 ６５歳以上 不明 合計
釧路 ０ ０ ２０ ４ ２４
森町 １ ２４ ２６ ０ ５２
帯広 ０ ３ ５８ １ ６２
札幌近郊 ７１ ４８ ２ １１ １３２
合計 ７２ ７５ １０７ １６ ２７０
表３ サイズの把握 人数（％）
項目
年齢 １８～２２歳 ２３～６４歳 ６５歳以上 合計
自分のサイズを
知っている ４７（６５．３）７０（９３．３）９６（８９．７）２１３（８３．９）
自分のサイズを
知らない ２４（３３．３） ４（ ５．３） ８（ ７．５）３６（１４．２）
無記名 １（ １．４） １（ １．３） ３（ ２．８） ５（ ２．０）
合計 ７２（１００．０）７５（１００．０）１０７（１００．０）２５４（１００．０）
χ２ p＜０．００１
表２ 衣服にかける金額 人数（％）
項目
年齢 １８～２２歳 ２３～６４歳 ６５歳以上 合計
５千円以下 １３（１８．１）２７（３６．０）４１（３８．３）８１（３１．９）
５千円～１万円 ２６（３６．１）２７（３６．０）２８（２６．２）８１（３１．９）
１万円～２万円 ２１（２９．２）１８（２４．０）１６（１５．０）５５（２１．７）
２万円～３万円 １０（１３．９） ２（ ２．７） ８（ ７．５）２０（ ７．９）
３万円～５万円 ２（ ２．８） １（ １．３） ４（ ３．７） ７（ ２．８）
５万円以上 ― ― ３（ ２．８） ３（ １．２）
無記名 ― ― ７（ ６．５） ７（ ２．８）
合計 ７２（１００．０）７５（１００．０）１０７（１００．０）２５４（１００．０）
χ２ p＜０．００１
高齢者のおしゃれ性の効果
―２２―
①服装での他者評価，②「ショッピング」に時間を
かけるか，③おしゃれの情報減として雑誌やインター
ネット等を見るか，④おしゃれに自信があるか。
３ おしゃれ性の質問項目１６項目は下位概念として同調
性のおしゃれ４項目，独自性のおしゃれ４項目，内面
のおしゃれ４項目，外見のおしゃれ４項目などおしゃ
れの仕方に関する質問を作成した。
「全くあてはまる」から「全く当てはまらない」ま
での５段階評定法で回答を求める。
４ 自己意識尺度（公的・私的自意識尺度項目）は菅
原７）が開発した尺度を使用。公的自意識１１項目，私的
自意識１０項目，計２１項目を「非常にあてはまる」から
「全くあてはまらない」の７段階評定法で回答を求め
る。
５ 基本属性
①年齢，②仕事，③こどもの人数，④自分の既製服
のサイズ，⑤下着の試着，⑥洋服の試着，⑦洋服購入
時の基準，⑧美容院の回数，⑨衣服費，⑩おしゃれの
度合い（２０代との比較で３０代以上の回答）である。
２．調査方法
被験者数は２７０名で有効回答数は２５４名，回答率９４．１％
である。内訳は札幌近郊１３２名，森町５２名，帯広市６２名，
釧路市２４名である。
質問紙調査法にて，質問紙の配布回収は年齢層により
異なる。１８～２２歳（若年層）は札幌近郊に居住する大学
生７２名と６５歳以上（高齢層）１０７名は集合調査である。２３
～６４歳（中間層）７５名は札幌近郊に居住する友人知人に
委託し，個別に訪問する面接調査・留置調査である。高
齢層は地方都市の施設訪問による即時回収を実施した。
３．解析方法
おしゃれの関心の４項目は単純集計のほかに５段階評
価を得点化し平均値を算出，その後年代区分での平均値
の差の検定を実施する。
おしゃれ性の質問１６項目は５段階評価を得点化し平均
値を算出後，平均値の差の検定および因子分析（主成分
分析，バリマックス回転）を実施，因子得点は平均値の
差の検定を実施した。
自己意識尺度の２１項目は私的自意識，公的自意識に分
け７段階評価を得点化し平均値を算出，平均値の差の検
定を実施した。
Ⅲ．結 果
１．基本属性
被験者のプロフィールとして質問したのは年齢，衣服
にかける金額，洋服購入時の自己サイズの把握，洋服・
表６ 美容院に行く回数 人数（％）
項目
年齢 １８歳～２２歳２３歳～６４歳 ６５歳以上 合計
月に２～３回 ０（ ０．０） ３（ ４．０）１３（１２．１）１６（ ６．３）
月に１回 １２（１６．７）２２（２９．３）５５（５１．４）８９（３５．０）
２か月に１回 ２９（４０．３）２９（３８．７）１７（１５．９）７５（２９．５）
３か月に１回 ２２（３０．６）１１（１４．７）１２（１１．２）４５（１７．７）
半年に１回 ４（ ５．６） ６（ ８．０） ３（ ２．８）１３（ ５．１）
年に１回 １（ １．４） ２（ ２．７） １（ ０．９） ４（ １．６）
その他 ４（ ５．６） ２（ ２．７） ６（５６．０）１２（ ４．７）
合計 ７２（１００．０）７５（１００．０）１０７（１００．０）２５４（１００．０）
χ２ p＜０．００１
表７ おしゃれの関心度１（ショッピングの時間） 人数（％）
項目
年齢 １８歳～２２歳２３歳～６４歳 ６５歳以上 合計
かける ３７（５１．４） ８（１０．７） １２（１１．２） ５７（２２．４）
ややかける １８（２５．０） １７（２２．７） ４９（４５．８） ８４（３３．１）
どちらでもない ６（８．３） ２１（２８．０） ２６（２４．３） ５３（２０．９）
あまりかけない ８（１１．１） ２０（２６．７） １４（１３．１） ４２（１６．５）
かけない ３（４．２） ９（１２．０） ６（５．６） １８（７．１）
合計 ７２（１００．０）７５（１００．０）１０７（１００．０）２５４（１００．０）
χ２ p＜０．００１
表８ おしゃれの関心度２（情報源） 人数（％）
項目
年齢 １８歳～２２歳２３歳～６４歳 ６５歳以上 合計
よく見ている ４１（５６．９） １２（１６．０） １８（１６．８） ７１（２８．０）
時々見る １７（２３．６） ３３（４４．０） ３９（３６．４） ８９（３５．０）
どちらでもない １（１．４） ７（９．３） ２１（１９．６） ２９（１１．４）
あまり見ない ９（１２．５） １７（２２．７） １８（１６．８） ４４（１７．３）
全く見ない ４（５．６） ６（８．０） １１（１０．３） ２１（８．３）
合計 ７２（１００．０）７５（１００．０）１０７（１００．０）２５４（１００．０）
χ２ p＜０．００１
表５ ブラジャーを購入時の試着 人数（％）
項目
年齢 １８歳～２２歳２３歳～６４歳 ６５歳以上 合計
必ず試着する １６（２２．２）２０（２６．７）３４（３１．８）７０（２７．６）
時々試着する ２５（３４．７）２７（３６．０）４７（４３．９）９９（３９．０）
まったく試着し
ない ３１（４３．１）２８（３７．３）２３（２１．５）８２（３２．３）
無記名 ― ― ３（ ２．８） ３（ １．２）
合計 ７２（１００．０）７５（１００．０）１０７（１００．０）２５４（１００．０）
χ２ p ＜ ０．０５
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下着の購入時の試着の有無、および美容院に行く回数で
ある。
年齢区分を表１に示す。年齢を３層に区分した。内訳
は１８～２２歳までの札幌近郊に居住する大学生７２名を若年
層とし，２３～６４歳までの７５名を中間層とし，６５歳以上
１０７名を高齢層とした。以下年代的にはこの層別で記述
することにする。
衣服にかける金額を表２に示すと５千円以下が
３１．９％，５千円から１万円までも同数の３１．９％で被験者
の多くは衣服費として１万円以内を使用していた。１～
２万円は多い順に若年層，中間層，高齢層であった。ま
た若年層は８３％，中間層は９６％，高齢層は７９％の被験者
が５千円～２万円の使用で衣服費にかける金額が一番少
ないのは中間層であった。子どもの教育費などで家計の
やり繰りが一番大変なのが中間層であることが，衣服費
の少なさに反映されている。
被服行動の一つに自分のサイズを理解する，購入時に
試着をして自分に合うかどうかをチェックするというこ
とがある。被験者のこれらの回答結果を表３，４，５に示
す。多くの被験者，とくに中間層や高齢層は自分のサイ
ズを認知しているが，学生の３３．３％は自分のサイズを把
握していなかった。つぎに衣服購入時に衣服を試着する
かを聞いた結果必ず試着するが５１．２％，時々試着するが
４３．７％とほとんどの人が試着をしていることが分かっ
た。年齢区分では１８～２２歳の若年層が時々試着が多く，
中間層と高齢層の半数以上が必ず試着していた。つぎに
下着としてのブラジャーの購入時に試着するかどうかを
聞いたところ，高齢層は必ず試着と時々試着するを合わ
せると７５％の人が試着をしており，全く試着をしないは
２１．５％であった。反対に全く試着していないは若年層が
一番多く４３．１％であった。
つぎに被験者が美容院に行く回数を聞いた結果を表６
に示す。月１回が３５％で一番高く，つぎに高いのは
２９．５％の２か月に１回であった。年齢区分では月１回は
６５歳以上の高齢層が約半数，２か月に１回は若年層や中
間層に多かった。３か月に１回は若年層に多く３０．６％で
あった。
２．おしゃれに対する関心
ここでは「ショッピングに時間をかけること」と「お
しゃれのためになんらかの情報を収集すること」をお
しゃれ関心度を測る一つの目安と考え調査をした。結果
を表７，８に示す。ショッピングに時間をかけるかについ
ては，被験者全体では「時間をややかける」が３３．１％と
多く、ついで「時間をかける」が２２．４％と約半数の
５５．５％がなんらかの形でショッピングに時間をかけてい
た。年齢区分の特徴では若年層が「時間をかける」が
５１．４％と一番多く，中間層では「どちらでもない」が
２８％，高齢層は「ややかける」が４５．８％で，高齢層は
ショッピングに時間をかける余裕があることがわかる。
関心度の２つ目として，情報源としてのインターネット
や服飾雑誌などに触れる度合いを聞いたところ，若年層
では半数以上の５６．９％がよく見ており，「時々見る」の
２３．６％と合わせると８０．５％の人が情報に多く接している
ことがわかる。中間層では「よく見る」と時々見るを合
わせると６０％，高齢層ではよく見ると時々見るを合わせ
ると５３．２％と年齢を重ねるごとに情報にふれる機会が少
なくなっている。
つぎにおしゃれ関心度の２項目を５段階評価で点数化
し関心度として各個人ごとに合計をし，年齢区分ごとに
平均値を算出した。また関心度と関係が深い「服装でほ
められることがある」「おしゃれに自信があるか」の項
表９ おしゃれの関心の年齢区分平均値（一元配置分散分析結果）
年齢
項目
１８～２２歳 ２３～６４歳 ６５歳以上 Ｆ値 有意水準
Ｎ 平均値 標準偏差 Ｎ 平均値 標準偏差 Ｎ 平均値 標準偏差
服装での他者評価 ７２ ３．４１６ ０．８６８ ７５ ３．１２０ １．１３８ １０７ ３．３７３ １．０２３ －
おしゃれ関心度 ７２ ８．１９４ ２．２４９ ７５ ６．３６０ １．９７７ １０７ ６．７６６ １．９０１ １６．８６２ ＊＊＊
おしゃれの自信 ７２ ２．５９７ １．００２ ７５ ２．６９３ １．０１３ １０４ ３．３１７ １．０２６ １３．４５８ ＊＊＊
***p ＜０．００１
表１０ おしゃれの関心の年齢区分による平均値の差の検定結果
（若年層と高齢層との比較）
項目 年齢区分 Ｎ 平均値 標準偏差 ｔ値
服装での他者評価
１８～２２歳 ７２ ３．４１７ ０．８６８
―
６５歳以上 １０７，０．８６８ １．０２４
おしゃれ関心度
１８～２２歳 ７２ ８．１９４ ２．２４９
４．５７５＊＊＊
６５歳以上 １０７，６．７６６ １．９０１
おしゃれの自信
１８～２２歳 ７２ ２．５９７ １．００２
４．６２０＊＊＊
６５歳以上 １０４，３．３１７ １．０２６
***p ＜ ０．００１
表１１ おしゃれ関心度高低とおしゃれ関心項目との関係
（平均値の差の検定）
おしゃれ関心項目 関心度高低 Ｎ 平均値 標準偏差 ｔ値
おしゃれの自信
平均値以上 １２４３．２３３ ０．９２０
４．５７２＊＊＊
平均値以下 １３６２．６４７ １．１４５
服装での他者評価
平均値以上 １１６３．７２０ ０．７５７
６．６５８＊＊＊
平均値以上 １３２２．９５６ １．０８６
***p ＜ ０．００１
高齢者のおしゃれ性の効果
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全く当てはまる 
やや当てはまる 
どちらでもない 
やや当てはまらない 
全く当てはまらない 
一元配置分散分析 
＊＊＊　P＜0.001
＊＊＊　P＜0.001
　＊　P＜0.05　 
＊＊＊　P＜0.001
＊＊＊　P＜0.001
＊＊　P＜0.01　 
＊＊＊　P＜0.001
 ＊　P＜0.05　 
 ＊　P＜0.05　 
高年層 
中年層 
若年層 
化粧をするとき基礎化粧品よりアイメーク 
やチークに気を配る 
しみやしわ、ほつれがある洋服は人から見 
えない位置でも気になる 
ブランドのバックをもつことは「おしゃれ」 
なことである 
人がしていないおしゃれを心がける 
外出時にはかならずアクセサリーをつける 
ジャージィやトレーナーを着用して中心街 
へ出かけることがある 
下着はおしゃれの基礎なので気を配る 
肌を美しく保つために基礎化粧品には気を 
配る 
在宅時にもおしゃれを考えて身なりに気を 
配っている 
「おしゃれ」に対して自分なりのこだわり 
がある 
服装で自分を表現しようとする 
流行に敏感なほうである 
旅行などに行く時に何を着用するかを一緒 
に行く人と相談するほうである 
皆がしている「おしゃれ」のほうが無難で 
ある 
服装で一人だけ目立つことには抵抗がある 
年齢や職業にふさわしい「おしゃれ」をす 
るほうである 
目，以下（「服装での他者評価」「おしゃれの自信」と表
記）も５段階評価で点数化し年齢区分ごとに平均値を求
めた。結果を表９，１０に示す。被験者のおしやれ関心度
は高い順に若年層，高齢層，中間層であり，一元配置の
分散分析結果，有意差が認められたのは「おしゃれ関心
度」と「おしゃれの自信」であった。つぎに３者間のど
こに有意差が認められたのかをさぐるために若年層と高
齢層の間で平均値の差の検定を行ったところ０．１％水準
で有意差が認められ，若年層は「おしゃれ関心度」が高
く，高齢層は「おしゃれの自信」が高いことが分かっ
た。この「おしゃれの自信」については中間層が若年層
よりもやや高く，年齢を経るに従っておしゃれに自信が
ついていることが分かった。「服装での他者評価」につ
いては３層間に大きな差がなかったが，なかでも高いの
は若年層であり，中間層は数値が低かった。
さらにおしゃれ関心度の平均値を基準にして，平均値
よりも高い人と低い人に分けて，おしゃれ関心度の高低
者間と「服装での他者評価」「おしゃれの自信」のお
しゃれの関心に対する関係を平均値の差の検定で求め
た。その結果を表１１に示す。高低者間で危険率０．１％の
有意差が認められ，おしゃれ関心度の高い人は「おしゃ
れの自信」「服装での他者評価」が，ともに平均値が高
かった。これらのことから，おしゃれ関心度が高い人は
低い人に比べ，おしゃれに自信があり服装での他者評価
も高いという傾向にあることが分かった。
３．おしゃれに対する態度
３．１ 年齢区分によるおしゃれ性
被験者の日常のおしゃれ行動はどのようなものである
か，またおしゃれをどのように捉えているのかについて
図１．おしゃれ性の平均評点プロフィール
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検討するために，下位概念として同調性のおしゃれ，独
自性のおしゃれ，内面のおしゃれ，外見のおしゃれ，な
どおしゃれに関係する質問１６項目を作成した。すべての
項目は「全くあてはまる」から「全く当てはまらない」
までの５段階で評価してもらった。年齢別に３区分した
平均評点プロフィールを図１に示す。
全ての年代で高得点を示した項目は「しみやしわ，ほ
つれがある洋服は…」３．７，「肌を美しく保つため基礎化
粧品には気をつける」３．６と内面重視の項目であった。
つぎに年代区分での特徴をみるために３者間で一元配
置分散分析を行った。０．１％水準以上で有意差が認めら
れ，高齢層の平均値が高かった項目は，「しみやほつれ
がある洋服は…」「下着はおしゃれの基礎なので…」「在
宅時もおしゃれに気を配る」「下着はおしゃれの基礎な
ので気を配る」などの外からは見えない内側のおしゃれ
に関するものであった。また危険率５％以上で有意差が
認められた項目は「基礎化粧品よりアイメイクやチーク
に…」「人がしていないおしゃれを心がける」「外出時は
かならずアクセサリー」「ジャージィやトレーナを着用
して中心街…」などの外側のおしゃれに対しては１８～２２
表１２ おしゃれ性についての因子分析バリマックス回転結果
因子 質 問 項 目 因子負荷量
第１因子
「おしゃれ」に対して自分なりのこだわりがある ０．７９８
寄与率２３．６８％
こだわり重視
服装で自分を表現しようとする ０．７８４
肌を美しく保つために基礎化粧品には気を配る ０．６９６
人がしていないおしゃれを心がける ０．６６５
流行に敏感なほうである ０．６４５
在宅時もおしゃれを考えて身なりに気を配っている ０．６３０
下着はおしゃれの基礎なので気を配っている ０．６２４
第２因子
皆がしている「おしゃれ」のほうが無難である ０．７８０
寄与率１１．５７％
同調性
旅行などに行く時、何を着用するかを一緒に行く人と相談をするほうである ０．７０７
ブランドのバッグを持つことは「おしゃれ」なことである ０．５９３
第３因子
しみやしわ、ほつれがある洋服は人から見えない位置でもきになる ０．７５０
寄与率９．２４％
内面重視
服装で一人だけ目立つことには抵抗がある ０．５７４
年齢や職業にふさわしい「おしゃれ」をするほうである ０．４７０
第４因子
化粧をするとき基礎化粧品よりもアイメイクやチークに気を配る ０．６６３
寄与率９．１９％
外面重視
ジャージィやトレーナーを着用して中心街に出かけることがある ０．６３０
外出には必ずアクセサリーをつける ０．４２６
表１３ 年齢区分のおしゃれ性因子得点の一元配置分散分析
項目
因子
１因子 ２因子 ３因子 ４因子
Ｎ 得点平均値 標準偏差 Ｎ 得点平均値 標準偏差 Ｎ 得点平均値 標準偏差 Ｎ 得点平均値 標準偏差
１８～２２歳 ７１ ０．０５５ １．１０３ ７１ ．０．１９０ １．０５１ ７１ ０．４７０ ０．９２２ ７１ ．．０．７７４ ０．９２８
２３～６４歳 ７５ ０．０４４ ０．８７１ ７５ ０．１９９ ０．９１４ ７５ ．．０．１３７ ０．６７９ ７５ ０．２２７ ０．７５４
６５歳以上 ９４ ．．０．０７３ １．０３９ ９４ ０．０１３ １．０２１ ９４ ．．０．３００ １．１１２ ９４ ０．３８８ ０．９１１
一元配置分散分析 ― ― １４．４４４＊＊＊ ３９．９６５＊＊＊
***p ＜ ０．００１
表１４ おしゃれ性因子得点とおしゃれ関心度高低者との関連
お し ゃ れ 関 心 度
（平均値以上）（平均値以下）（平均値以上）（平均値以下）（平均値以上）（平均値以下）（平均値以上）（平均値以下）
（１因子） （２因子） （３因子） （４因子）
Ｎ １１５ １３１ １１５ １３１ １１５ １３１ １１５ １３１
因子得点
平均値
０．４１８ ０．３６７ ０．０３１ ０．０２７ ０．１７２ ０．０１５ ０．２５７ ０．２２５
標準偏差 ０．８６２． ０．９７０ １．０４０ ０．９６５ １．０３５ ０．９７１ １．０５６ ０．８９１
ｔ値 ６．７３４＊＊＊ ― ― ３．８４８＊＊＊
***p ＜ ０．００１
表１５ 公的・私的自意識の年齢区分
１８～２２歳 ２３～６４歳 ６５歳以上
Ｎ 平均値 標準偏差 Ｎ 平均値 標準偏差 Ｎ 平均値 標準偏差
公的自意識 ７２ ４．７９２ １．０１５ ７４ ４．５０８ ０．７７８ １００ ．４．５３０ ０．９６１
私的自意識 ７０ ４．７１５ ０．９０５ ７５ ４．６１６ ０．８８６ ９８ ．４．７６８ １．０１９
高齢者のおしゃれ性の効果
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歳までの若年層の方が平均値が高かった。さらに同調性
の質問項目の「旅行時に何を着用するか相談…」は学生
グループの方が高く，また「服装で一人だけ目立つこと
に抵抗がある」は高齢者の方が高かった。
３．２ おしゃれ性についての因子分析
おしゃれについての質問１６項目に対して因子分析を試
みた結果を表１２に示す。方法は主成分分析，バリマック
ス回転を行い，固有値１．０以上で４因子抽出され，累積
寄与率は５３．６９％であった。
第１因子に高く負荷した項目は，「おしゃれに対して
自分なりのこだわりがある」，「服装で自分を表現しよう
とする」，「肌を美しく保つために基礎化粧品には気を配
る」などの７項目が高く負荷し，当初の内面性の質問項
目と独自性の質問項目が混合されていたことから『こだ
わり重視』の因子とした。第２因子は，「皆がしている
おしゃれのほうが無難である」「旅行などに行くとき何
を着ていくか…」「ブランドのバッグをもつことは…」
などの３項目が高く負荷したことから，『同調性』の因
子とした。第３因子は，「しみやしわ，ほつれのある洋
服は人から見えない位置でも…」「服装で一人だけ目立
つことに抵抗…」の項目であることから『内面のおしゃ
れ重視』の因子とした。第４因子は，「化粧をするとき
基礎化粧品よりもアイメイクやチークに気を配る」
「ジャージィやトレーナーを着用して中心街に出かける
ことがある」「外出には必ずアクセサリーをつける」な
どの項目であることから，『外面のおしゃれ重視』の因
子とした。
３．３ おしゃれ性因子得点と年齢区分
つぎに年齢区分ごとのおしゃれ性の特徴をみるために
抽出された４因子から個人ごとの因子得点の平均値を求
め，一元配置の分散分析を行った。結果を表１３に示す。
第１因子『こだわり重視』の年齢区分の因子得点平均
値はすべての年代で数値が近くあまり大きな差がないこ
とから，こだわり重視は年代での差はないと言えよう。
第２因子『同調性』での年齢区分では因子得点平均値が
０．１９と若年層が一番高かったが有意差はなかった。つぎ
の第３因子『内面のおしゃれ重視』では，因子得点平均
値が高く表れたのは６５歳以上の高齢層であり，低かった
のは若年層である。分散分析結果危険率０．１％で有意差
が認められたことから，高齢層は内面のおしゃれ重視で
あると言えた。第４因子『外面のおしゃれ重視』で因子
得点平均値が高く表れたのは若年層であり，一元配置分
散分析結果，危険率０．１％で有意差が認められたことか
ら，若年層は外面のおしゃれを重視することが分かっ
表１６ 公的・私的自意識の高低者とおしゃれ性との関係
（因子得点・平均値の差の検定）
自意識
因子
公的自意識（平均値４．６０２） 私的自意識（平均値４．７０４）
（平均値以上）（平均値以下）（平均値以上）（平均値以下）
１
因
子
Ｎ １２５ １１７ １１２ １２８
因子得点 ０．２１６ ０．２４６ ０．２５４ ０．２３０
ｔ値 ３．７１５＊＊＊ ３．７１５＊＊＊
２
因
子
Ｎ １２５ １１７ １１２ １２８
因子得点 ０．３０４ ０．３０３ ０．０５５ ０．０２４
ｔ値 ４．９３１＊＊＊ －
３
因
子
Ｎ １２５ １１７ １１２ １２８
因子得点 ０．１２９ ０．１３８ ０．０８４ ０．０５５
ｔ値 ２．０８６＊ －
４
因
子
Ｎ １２５ １１７ １１２ １２８
因子得点 ０．０６７ ０．０４８ ０．０９３ ０．０４０
ｔ値 － －
＊p ＜ ０．０５ ＊＊＊p ＜ ０．００１
表１７ 公的・私的自意識とおしゃれの関心高低との関連
服装での他者評価 おしゃれ関心度 おしゃれの自信
（平均値以上）（平均値以下）（平均値以上）（平均値以下）（平均値以上）（平均値以下）（平均値以上）（平均値以下）（平均値以上）（平均値以下）（平均値以上）（平均値以下）
（公的自意識） （私的自意識） （公的自意識） （私的自意識） （公的自意識） （私的自意識）
Ｎ １３２ １１９ １３１ １１７ １１８ １３３ １１６ １３２ １６９ ０．８ １６７ ７８
平均値 ４．７３０ ４．４６１ ４．８５５ ４．５３５ ４．７２５ ４．４９３ ４．８３０ ４．５９３ ４．６４３ ４．５０９ ４．７８８ ４．５１４
標準偏差 ０．８５６ ０．９７９ ０．９２９ ．０．９２０ ０．９３３ ０．９０６ ０．９０２ ０．９５６ ０．９４９ ０．８７９ ０．９２４ ０．９５３
ｔ値 ２．３１７＊ ２．７１１＊＊ １．９９７＊ １．９９３＊ ― ２．１４０＊
＊p ＜ ０．０５ ＊＊p ＜ ０．０１
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た。
以上のことから，１８～２２歳の若年層は同調的で外面重
視のおしゃれをする傾向にあり，高齢層は内面重視のお
しゃれをする傾向にあることが明らかになった。
３．４ おしゃれ性とおしゃれ関心度との関係
おしゃれ関心度とおしゃれ性の因子との関連をみるた
めに上述の方法同様におしゃれ関心度の平均値を基準に
高低にわけ，因子得点の平均値の差の検定を試みた。結
果を表１４に示す。関心度高低間で危険率０．１％の有意差
が認められた因子は『こだわり重視』と『外面のおしゃ
れ重視』である。このことからおしゃれに対して関心が
高い人すなわちショッピングに時間をかけたり，おしゃ
れのための情報源として雑誌やインターネット等に触れ
ている度合いの高い人は，こだわり重視と外面重視のお
しゃれをする傾向にあることが分かった。
４．自意識尺度について
４．１ 自意識尺度とは
自意識尺度は自分自身にどの程度注意を向けやすいか
の個人差を測定するもので，菅原（１９８４）により作成さ
れたものを使用した７）。測定尺度はFeningstein らに準
じ，構造も同様の安定した形がしめされている。自意識
尺度の日本語版には他にもみられるが，菅原の尺度は日
本語版用に独自に項目を作成したもので表現がわかりや
すいとされている８）。Feningstein ら（１９７５）９）は自己に
向けられる意識として私的自意識と公的自意識の２つが
あり，私的自意識とは自分の内面や気分など，自己の内
面に注意を向ける程度の個人差を示すもの，公的自意識
は，自分の外見や他者に対する行動など，外から見える
自己の側面に注意を向ける程度の個人差を示すものであ
るとしている８）。
おしゃれ行動には他者の評価を敏感に感じ取ったり，
あるいは自分なりのおしゃれの仕方に固執したりなど，
自己意識との関連が多いことから自己意識尺度を採用
し，この尺度とおしゃれ行動との関連を検討することに
した。
質問項目は２１項目からなり，全ての項目は「非常にあ
てはまる」から「全くあてはまらない」の７段階評価で
ある。この自己意識尺度の平均値は私的自意識（平均値
４．７ 標準偏差０．９３７）公的自意識（平均値４．６ 標準偏
差０．９２５）であった。また年齢区分での平均値，標準偏
差値を表１５に示す。私的・公的自意識ともに年齢区分で
の有意差は認められなかったが，公的自意識では若年層
がやや高かった。
４．２ 自己意識とおしゃれ性との関連
私的自意識，公的自意識ともに平均値以上を高得点
者，平均値以下を低得点者として自己意識とおしゃれ性
との特徴を抽出するために高低者間で平均値の差の検定
を行った。
結果を表１６に示す。公的自意識の高低者間ではおしゃ
れ性１因子『こだわり重視』が０．１％水準，２因子『同
調性』が０．１％水準，３因子『内面のおしゃれ重視』が
５％水準と３因子に有意差が認められ，中でも因子得点
平均値が０．３と高かったのが２因子の同調性因子であっ
た。このことから公的自意識の高い人は，おしやれに対
して内面的なこだわりを持ちながらも同調的な被服行動
をする傾向にあると言えよう。
さらに私的自意識との関連ではおしゃれ性１因子『こ
だわり重視』に０．１％水準で有意差が認められ，私的自
意識の高い人はこだわり重視の被服行動をする傾向に
あった。
４．３ 自己意識とおしやれの関心との関連
自意識とおしやれの関心との関連をみるために上記同
様に「おしゃれ関心度の２項目」「服装での他者評価」
おしゃれの自信」項目の平均値を基準に高低にわけ，項
目ごとの私的，公的自意識の平均値の差の検定を行なっ
た。結果を表１７に示す。おしゃれ関心度と私的，公的自
意識との関連では高低者間での検定結果はともに５％で
有意差が認められ，おしゃれ関心度の高い人は私的自意
識，公的自意識が高い傾向にあった。さらに服装での他
者評価での高低者間では私的自意識は１％水準で，公的
自意識は５％水準で有意差が認められ，おしゃれに対し
て他者からの評価が高い人は私的，公的自意識が高い傾
向にあることが分かった。
Ⅳ．考 察
基本属性
被験者を若年層，中間層，高齢層を３区分し，年代ご
との比較を実施した。衣服費にかける金額として被験者
の６割が１万円以内であった。２万円までは若年層は８
割が，中間層は９割が，高齢層は約８割の被験者が衣服
費として使用していた。衣服費にかける金額が一番少な
いのは中間層である。子どもの教育費などで家計のやり
繰りが一番大変なのが中間層であることが，衣服費の少
なさに反映されている。高齢層は５千円以内が一番多い
が使用する金額に幅があり５万以上もいた。北海道の一
世帯あたりの平均被服費は９，２２０円１０）であり，全国平均
被服費は１１，３８５円で全国平均と比較しても低いところか
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ら，今回の被験者が低かったことはごく当然のなりゆき
であろう。
洋服購入時の自己サイズの把握，洋服・下着の購入時
の試着の有無についての回答結果では，多くの被験者，
とくに中間層や高齢層は自分のサイズを認知している
が，若年層は自分のサイズを把握していないことが分
かった。購入時の洋服とブラジャーの試着についても高
齢層と中間層は「必ず試着」が多いのに対して，若年層
は試着をあまりしない傾向にあった。若年層は体型にく
せがないために，身体に合う洋服が数多くあり，サイズ
を把握していなくとも不自由はしないということ，同様
に試着の機会も少ないということによると思われる。こ
れに反して高齢者は長年の環境の違いによる体型の変化
が個々に異なるために，身体に合う洋服や下着を探すた
めの試着が多くなるのは当然の成り行きであろう。
つぎに被験者が美容院に行く回数では月１回が高齢層
に多く，２か月に１回は若年層や中間層に多かった。今
回調査した高齢者は外出の機会が多いためにおしゃれに
は気を配っていると解釈できる。
おしゃれに対する関心
おしゃれにどの程度の関心をもち情報収集やショッピ
ングに時間をかけているのかを「おしゃれ関心度」とし
て調査をした。ショッピングに時間をかけているのは若
年層で，中間層は育児，子育て，仕事等で時間をかける
余裕がないためか関心度が低い。おしゃれの情報につい
ては年齢を経るごとに接触する機会が少なくなってい
た。二つの項目をおしゃれ関心度とすると関心度の高い
順に若年層，高齢層，中間層であり，おしゃれは時間
的・経済的な余裕と関連が深いと思われる。
また「服装での他者評価」は若年層，高齢層，中間層
の順に低く，「おしゃれの自信」については若年層，中
間層，高齢層と年齢を経るごとに自信がついていた。若
年層はおしゃれの関心度は高いが，自分のおしゃれには
自信がなく，高齢層はおしゃれ関心度が若年層よりも低
いが，おしゃれには自信を持っていた。高齢層は生きて
きた時間が長く，長い分だけおしゃれの機会も経験も多
く，そのことがおしゃれの自信につながるものと思われ
る。
箱井（２０００）１１）は若者がおしゃれに対する関心度が高
いのに対し，加齢とともにおしゃれ関心度が弱くなる理
由をつぎのように説明している。青年は人の表面的，具
体的特性に注意を集中する傾向から抜けきっていなく，
自己と他者の比較を通して自己の確立を試みているから
であり，その後加齢とともに服装への関心が弱くなるの
は，自己意識が低下し自己への注目の程度が低くなるに
従って，相対的に服装への関心も低下していくからであ
ると。内閣府の高齢社会対策に関する高齢者の日常生活
に関する意識調査１２）によると，おしゃれの関心度は「積
極的」と「ある程度」の両方を合わせると２，８６２人中の
５３．４％がおしゃれへの関心度があった。また今回の高齢
層は中間層よりおしゃれ関心度が高いという結果から
も，加齢とともに服装への関心が弱くなるとした従来の
高齢者のイメージでは語られない状況が見える。
つぎにおしゃれ関心度を高低にわけて，「おしゃれの
自信」「服装での他者評価」との関連を検討したところ，
おしゃれ関心度が高い人は低い人に比べ，おしゃれに自
信があり服装での他者評価も高いという結果を得た。
これらのことから高齢者のおしゃれの効果として言え
ることは，“おしゃれに関心を持つ”ことで，おしゃれ
に自信をつけ，他者からの評価を得ることにつながると
いうことである。「おしゃれ」についての何気ない会話
すなわち他者とのコミュニケーションを可能にし，評価
をうけることで，喜びを得，生きることに積極的になる
ものと考えられる。
おしゃれに対する態度
おしゃれについての質問１６項目に対して因子分析を試
みた結果「こだわり重視」「同調性」「内面のおしゃれ重
視」「外面のおしゃれ重視」の４因子が抽出された。
第１因子は当初考えた内面のおしゃれ項目３項目と独
自性の３項目，同調性の１項目が同一因子内に入った。
予想ではここに「独自性」の因子が抽出されると思わ
れたが，そのようにならなかった原因として高齢者の人
数が多かったことが上げられる。そこで高齢者のみで因
子分析を行ったところ表１２の因子構造と同様の動きを示
し，こだわり重視の因子は高齢層が持っているおしゃれ
の形であることが推察できた。
布施谷，松本（２００４）が娘と母親との被服関心と行動
についてファッションスタイルへのこだわりは年代によ
り異なることを考察１３）しているところから，高齢層と同
様に若年層のみを取り出し因子分析をした。結果は独自
性３項目，内面のおしゃれ２項目，同調性１項目が「こ
だわり重視」因子に含まれ，高齢層と若年層との違いと
して高齢層には内面のおしゃれ項目である「在宅時もお
しゃれに気を配る」が入り，若年層には外面のおしゃれ
項目である「外出時にはかならずアクセサリーをつけ
る」が入っていたことが特徴であった。中間層のみの因
子分析では独自性３項目，内面のおしゃれ１項目，同調
性１項目が含まれ，中間層の特徴として「年齢や職業に
ふさわしいおしゃれをするほうである」の社会規範を重
視する項目が入っていた。３層ともに独自性の３項目は
含みながら，それぞれのおしゃれの仕方，すなわちこだ
わりに違いがあることが分かった。
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この見いだされた因子から年齢区分に分けた因子得点
を算出した結果「こだわり重視」の因子得点が３層とも
近い位置にあり，年代は特定されなかった。
また「同調性」と「外面のおしゃれ重視」の因子得点
は若年層が高く，「内面のおしゃれ重視」の因子得点は
高齢層が高かった。すなわち若年層は同調的で外面重視
のおしゃれをする傾向にあり，高齢者は内面重視のお
しゃれをする傾向にあることが明らかになった。
橋本ら（２００６）４）の報告によると若年者は外面のおしゃ
れ，高齢者は内面のおしゃれをするという結果を得てい
るが，今回の結果から若年層のおしゃれは外面のおしゃ
れを重視し，その質は同調的であることが明確になっ
た。
近年の若者のおしゃれの傾向を阿部（１９９９）１４）は若者
のファッションに対する態度を‘トレンド情報に敏感
で，そのままの形で受け入れることに抵抗があるが，ト
レンドから「外れていない」仲間からは「はみ出して」
いないところで「自分らしさ」を主張する’とまとめて
いる。若者は「自分らしさ」で個性をだしているつもり
であるが，時流のトレンドに敏感に反応し，仲間からは
み出さない範囲でトレンドをとり入れるのであるから，
横並びの画一的なファッションになるのは当たり前であ
る。今回の調査で若年層のおしゃれの仕方が外面重視で
同調的であったことと整合性がある。
つぎに高齢者の内面重視のおしゃれ傾向であるが，外
面的おしゃれは人の目に晒される部分への好意的評価を
得ることを目的としているのに対して，内面的なおしゃ
れは，他者からの評価とは切り離された部分で，その行
為によって自己満足感や快適さを感じる意識と関連が深
くおしゃれの仕方は加齢とともに他者の好意的評価や流
行を意識した同調的な外面のおしゃれ志向から自己に向
かった内面のおしゃれに移行するものと考えられる。４）
つぎにおしゃれ性の因子とおしゃれ関心度との関連で
は，おしゃれに対して関心度が高い人，すなわちおしゃ
れのための情報接触度が高い人はこだわり重視と外面重
視のおしゃれをする傾向にあることが分かった。
おしゃれ性と自己意識尺度との関連
自意識尺度とおしゃれ性およびおしゃれ関心度との関
連を検討した。被験者の自意識尺度の平均値は私的自意
識・公的自意識は差がなく，年齢区分での有意差は認め
られなかったが，公的自意識では若年層がやや高く表出
していた。喜多（２００１）１５）は中高年と女子学生での比較
において女子学生の公的自意識が高いが，私的自意識で
は有意差がないことを見出している。成田（１９９３）６）らは
高齢者の自己意識が有意に低いことを見出していたが，
今回の結果からは有意な年齢差が見られなかったことや
喜多の研究で中高年の自己意識の私的自己意識に有意な
差がなかったことから，成田らの調査時の高齢者と比較
した場合，現在の高齢者は趣味や習い事など生涯学習の
機会が多く，活動的で外出の機会が多い高齢者が増えて
いると考えられる。これらのことより，現在の高齢者は
おしゃれ関心度も高くなり，自己意識も高くなっている
ものと推察する。
公的自意識の高低者間でのおしゃれ性因子得点の平均
値の差の検定から，公的自意識の高い人は，おしやれに
対して内面的なこだわりを持ちながらも同調的な被服行
動をする傾向にあった。公的自意識は，自分の外見や他
者に対する行動など，外から見える自己の側面に注意を
向ける程度の個人差を示すもので８）これまでの研究から
公的自意識の高い人は，他者からの評価的態度に敏感で
ある（Feningstein，１９７９）１６）との特徴が明らかになって
いる。
今回の調査で公的自意識の高い人は同調的な被服行動
をする，すなわち他者を意識し同じでありたいという被
服行動をするということが示され，自意識尺度と被服行
動の関係性を検証できたことになる。
さらに私的自意識との関連では私的自意識の高い人が
こだわり重視の被服行動をする傾向にあった。私的自意
識とは自分の内面や気分など，自己の内面に注意を向け
る程度の個人差を示すもので８）私的自意識の高い人は態
度と行動の一貫性が高い（Scheier，１９８０）１６）という報告
もある。今回の「こだわり重視」因子の項目をみると内
面のおしゃれ項目３項目，独自性の項目３項目，同調性
１項目が含まれているが多くの項目は，個人的なこだわ
りの側面で自分の快適さを求めている項目であるために
私的自意識が高く表れたものと思われる。
つぎにおしゃれの関心との関連では，おしゃれ関心度
の高い人は私的自意識，公的自意識が高い傾向にあり，
おしゃれに対して，他者からの評価が高い人も私的自意
識，公的自意識が高い傾向にあることが分かった。お
しゃれ関心度はおしゃれの情報接触度の高低を聞いた質
問である。これは外側，社会の状況を意識したおしゃれ
行動であり，さらに他者からの評価を受ける率が高いと
いうことは，調査が自己申告であることから他者の評価
に敏感であることにつながる。従っておしゃれに関心の
ある人は自己意識が高い傾向にあることになる。
結 語
超高齢化社会において，高齢者が日常生活の中で「お
しゃれ」をすることの効果や影響および精神的役割を探
る目的で，おしゃれの関心とおしゃれ行動および自意識
尺度との関連を検討した結果つぎのことが明らかになった。
高齢者のおしゃれ性の効果
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１）被験者のおしやれ関心度は高い順に若年層，高齢
層，中間層であった。「服装での他者評価」について
は３層間に大きな差がなく，中間層は数値が低かっ
た。「おしゃれの自信」についての平均評点は若年層，
中間層，高齢層の順に高く，年齢を経るに従ってお
しゃれに自信がついてくることが分かった。またお
しゃれ関心度が高い人は低い人に比べ，おしゃれに自
信があり服装で他者から評価をうけやすいという傾向
にあることが分かった。
２）おしゃれについての質問１６項目に対して因子分析を
行った結果「こだわり重視」「同調性」「内面重視」
「外面重視」の４因子が抽出された。さらに因子得点
の平均値から，若年層は同調的で外面重視のおしゃれ
をする傾向にあり，高齢層は内面重視のおしゃれをす
る傾向にあることが明らかになった。
３）おしゃれ性因子とおしゃれ関心度の関連では，関心
度の高い人すなわちおしゃれの情報接触度が高い人
は，こだわり重視と外面重視のおしゃれをする傾向に
あることが分かった。
４）自意識尺度とおしゃれ性との関連では公的自意識の
高い人は，同調的な被服行動を私的自意識の高い人は
こだわり重視の被服行動をする傾向にあった。また自
意識尺度とおしゃれの関心との関連では，おしゃれ関
心度の高い人と他者からの評価が高い人は私的，公的
自意識が高い傾向にあることが分かった。
以上高齢者のおしゃれの効果として今回の調査結果か
ら，“おしゃれに関心を持つ”ことで，おしゃれに自信
をつけ，他者からの評価を得ることが可能になるという
ことが明らかになった。さらにおしゃれ関心度を高くす
ることで，自己意識も高めることが出来ることも明らか
になった。日常生活の中で相互に「おしゃれ」について
の何気ない会話をすることで，他者とのコミュニケー
ションを可能にし，評価をうけることで喜びを得る。こ
のことが自己への注意力（自己意識）を高める。すなわ
ち情動が活性化され生きることへの意欲につながるもの
と推察する。
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Abstract
We conducted a survey on the elderly people's interests in their clothing to find the effects of their
fashionableness . Our findings were:
１ Those who are highly fashionminded had more confidence than those who are not. They tend to
acquire good reputation for their clothing.
２ The factor analysis of the 16 question items on fashionableness found four main factors. They were 1)
particularity about clothing, 2) cooperativeness, 3) concern about innerself, and 4) concern about
appearance. The average scores of the factors showed that the younger group was likely to be
cooperative and in favor of appearance in their clothing, while the older group was in favor of innerself
in their clothing.
３ Those who were highly fashionminded, that is, those who were exposed to information on fashion, were
likely to show particular interests in fashion and appearance.
４ Concerning fashionableness measured by the selfconsciousness scale, those who have higher public self
consciousness were likely to have cooperative clothing behavior, while those who have higher private
selfconsciousness were likely to have particular clothing behavior. Moreover, those who had higher
interests in fashion and those who acquire better reputation from others showed higher private and
public selfconsciousness.
The above findings explain that the fashionminded elderly people are likely to have confidence in their
clothing and acquire good reputation from others. This can indicate that encouraging the elderly to have
interests in clothing leads to the enhancement of their selfconsciousness and the motivation for better life.
Keywords：the elderly fashionableness selfconsciousness effects of fashionableness
高齢者のおしゃれ性の効果
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